柳田泉と演歌本 by 田口 親
あ
る
日
、
そ
れ
は
私
が
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
第
一
号
に
演
歌
に
つ
い
て
書
き
出
し
た
、
昭
和
三
十
四
年
二
月
二
十
日
以
降
の
一
日
で
あ
る
。
私
は
柳
田
泉
先
生
に
お
さ
そ
い
を
受
け
て
、
大
隈
会
館
の
食
堂
の
一
隅
で
食
事
を
共
に
し
た
。
先
生
は
い
つ
も
の
よ
う
に
目
玉
焼
と
ト
ー
ス
ト
、
私
は
お
そ
ら
く
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
今
日
は
君
に
い
い
も
の
を
も
っ
て
き
て
上
げ
た
よ
」
と
い
い
な
が
ら
、、
演
歌
の
本
を
示
さ
れ
、
「
お
前
さ
ん
が
ぬ
た
（
和
歌
）
を
作
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
演
歌
な
ど
と
は
面
白
い
こ
と
を
は
じ
め
た
じ
ゃ
な
い
か
」
。
私
は
ち
ょ
っ
と
た
め
ら
っ
た
。
「
ち
ょ
っ
と
興
味
を
も
ち
ま
し
て
」
「
そ
り
ゃ
い
い
こ
と
だ
、
お
れ
の
『
随
箪
明
治
文
学
』
を
読
ん
だ
か
ね
」
「
ハ
イ
、
あ
れ
を
拝
見
し
て
ま
す
ま
す
興
味
を
も
ち
ま
し
た
」
「
そ
う
か
い
、
ど
う
い
う
風
に
や
る
」
「
演
歌
の
歌
詞
の
解
説
と
、
で
き
れ
ば
文
化
史
・
風
俗
史
・
社
会
史
的
な
見
方
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
て
」
「
ょ
か
ろ
、
ま
あ
や
っ
て
ご
ら
ん
よ
」
。
柳
田
先
生
の
下
さ
っ
た
演
歌
の
本
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
柳
田
泉
と
演
歌
本
柳
田
泉
と
演
歌
本
『
愉
快
武
志
』
鬼
石
学
人
新
作
（
印
刷
兼
発
行
人
ー
松
山
靖
一
•
発
行
所
ー
青
年
実
業
社
・
明
治
廿
五
年
四
月
十
七
日
出
版
）
準
特
へ
七
—
g〈
一(
O
、
『
叩
青
年
教
育
歌
』
鬼
石
学
人
（
著
作
発
行
兼
印
刷
人
ー
野
崎
武
勇
・
中
央
青
年
倶
楽
部
•
明
治
廿
七
年
七
月
八
日
発
行
）
準
特
ヘ
ヤ
哭
空
、
『
豆
紐
大
和
魂
』
鬼
石
学
人
作
（
著
作
発
行
兼
印
刷
人
ー
伊
藤
儀
一
郎
•
発
行
所
ー
中
央
青
年
倶
楽
部
・明
治
廿
七
年
八
月
廿
七
日
発
行
）
準
特
ヘ
ヤ
四
会
〈
、
『
霜
剣
之
電
』
鉛
腸
外
史
作
（
編
輯
印
刷
兼
発
行
者
ー
中
丸
貞
蔵
•
鉄
血
倶
楽
部
・
明
治
廿
七
年
十
二
月
廿
三
日
発
行
）
準
特
へ
七
—
哭k
-―
-
『
皇
国
華
』
酔
郷
学
人
新
作
（
著
作
兼
発
行
人
ー
花
岡
緑
•
明
治
廿
九
年
六
月
十
七
日
発
行
）
準
特
ヘ
ヤ
哭
契
）
、
『
自
然
の
声
』
中
・
下
（
上
は
な
し
）
天
外
道
人
（
著
作
兼
発
行
印
刷
人
ー
武
藤
次
郎
•
発
行
所
ー
武
藤
活
阪
所
・
中
は
明
治
冊
七
年
六
月
―
―
―
十
日
・
下
は
同
年
八
月
廿
三
日
発
行
）
準
特
ヘ
ヤ
哭
空
、
以
上
六
冊
で
あ
る
。
こ
う
し
て
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
と
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
当
時
の
演
歌
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
は
世
界
に
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
明
治
時
代
の
大
き
な
事
件
を
と
り
あ
っ
か
っ
た
も
の
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
田
口
親
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柳
田
泉
と
油
歌
本
さ
て
、
一
冊
目
は
『
愉
快
武
志
』
で
あ
る
。
『
書
物
展
望
』
二
巻
一
号
（
昭
七
・
一
・
一
）
・
ニ
巻
三
号
（
昭
七
•
三
・
一
）
・
ニ
巻
四
号
（
昭
七
•
四
・
一
）
に
「
明
治
の
壮
士
演
歌
本
解
題
」
と
題
し
て
添
田
知
道
氏
が
書
い
て
い
る
。
こ
の
中
に
館
蔵
の
『
愉
快
武
志
』
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
刊
年
が
明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
刊
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
発
行
所
が
青
年
実
行
社
と
な
っ
て
い
る
。
『
書
物
展
望
』
二
巻
六
号
（
昭
七•六
・
一
）
に
「
壮
士
演
歌
本
解
題
補
遺」
と
題
し
て
藤
田
徳
太
郎
氏
が
書
い
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
『
愉
快
武
志
』
に
は
二
種
あ
っ
て
発
行
所
は
青
年
実
業
社
で
、
青
年
実
行
社
は
何
か
の
間
違
い
で
あ
る
。
刊
年
が
十
七
日
と
二
十
七
日
と
あ
り
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
版
式
が
違
っ
て
い
る
の
で
再
版
で
は
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
。
作
詞
者
鬼
石
学
人
と
あ
る
の
は
久
田
鬼
石
で
あ
る
。
日
清
戦
争
は
明
治
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二
年
前
に
前
掲
の
『
愉
快
武
志
』
が
、
そ
し
て
二
年
後
に
は
『
青
年
教
育
歌
』
の
よ
う
な
演
歌
が
巷
に
流
れ
出
た
こ
と
に
な
る
。
ま
こ
と
に
時
の
反
映
と
い
う
べ
き
な
の
か
、
す
な
わ
ち
、
青
年
の
行
く
べ
き
道
を
説
い
て
い
る
一
種
の
演
説
で
あ
り
、
読
み
売
り
で
あ
り
、
し
か
も
歌
謡
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
- 125-
が
社
会
教
育
を
や
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
学
外
教
育
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
、
何
に
し
て
も
明
治
時
代
は
寇
気
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の
年
の
四
月
十
二
日
に
は
条
約
改
正
調
査
委
員
が
任
命
さ
れ
て
お
り
、
五
月
二
十
一
日
に
は
保
安
条
例
に
よ
り
、
壮
士
百
四
十
三
名
が
東
京
よ
り
退
去
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
の
内
容
に
ふ
れ
る
と
、
青
年
の
行
く
べ
き
道
は
政
治
家
と
実
業
家
な
の
で
あ
る
。
現
代
の
英
雄
も
政
治
家
と
実
業
家
で
、
い
つ
も
新
陳
代
謝
を
し
て
ゆ
く
の
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
加
藤
清
正
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
出
て
く
る
。
戦
場
に
お
け
る
英
雄
を
も
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
の
美
と
し
て
は
、
愛
宕
山
と
隅
田
川
が
出
て
く
る
。
愛
宕
山
は
当
時
と
し
て
は
東
京
で
一
番
名
高
い
丘
で
あ
り
、
隅
田
川
（
隅
陀
）
は
東
京
を
代
表
す
る
川
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
美
し
さ
が
明
治
時
代
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
で
は
な
ん
と
も
高
速
道
路
は
跨
り
、
ど
ぶ
川
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
い
つ
ま
で
も
江
戸
っ
子
の
心
の
中
に
あ
る
山
と
川
な
の
で
あ
る
。
『
明
治
の
壮
士
演
歌
本
解
題
』
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
五
年
四
月
十
七
日
の
『
愉
快
武
志
』
の
外
に
二
種
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
一
っ
は
明
治
二
十
五
年
一
月
七
日
刊
で
、
池
ヶ
谷
米
吉
作
•
青
年
実
業
社
発
行
で
あ
る
。
内
容
は
「
芙
蓉
碩
」
「
雪
中
梅
花
」
「
世
界
没
遊
」
他
二
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
は
明
治
二
十
五
年
十
二
月
―
―
-
+
―
日
刊
、
野
口
長
太
郎
作
・
胄
年
実
業
社
発
行
で
あ
る
。
内
容
は
「
帝
国
議
会
」
の
こ
と
、
青
年
の
遊
惰
や
文
明
開
化
の
軽
蔀
さ
な
ど
へ
の
嘆
き
、
打
街
藩
憫
歌
等
で
あ
る
。
二
冊
目
は
『
畑
青
年
教
育
歌
』
で
あ
る
。
一
節
目
は
「
人
体
は
コ
ウ
フ
ク
ノ
タ
子
」
と
題
し
て
、
内
容
は
前
掲
の
『
愉
快
武
志
』
の
四
つ
目
「
英
雄
が
成
せ
し
事
業
を
：
：
．．
 
」
の
歌
で
あ
る
。
二
節
目
は
「
美
世
之
下
ヲ
ク
ス
ル
ナ
カ
レ
」
で
、
内
容
は
「
芙
蓉
嶺
」
で
あ
る
。
そ
し
て
三
節
目
は
「
セ
イ
子
ン
」
（
天
性
ノ
王
ヲ
磨
キ
テ
光
ヲ
出
セ
ョ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
年
を
は
げ
ま
す
歌
で
、
娘
難
辛
苦
し
て
後
は
美
名
を
天
下
に
か
が
や
か
し
な
さ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
見
て
い
る
と
「
金
剛
石
も
磨
か
ず
ば
：
・・
:
」
の
歌
を
思
い
出
さ
せ
る
。
四
節
目
は
「
神
州
青
年
之
心
ヲ
ハ
ゲ
マ
ス
」
で
、
こ
れ
は
前
掲
『
愉
快
武
士
』
の
「
い
ざ
や
起
て
や
興
れ
よ
：
・
・
:
」
と
同
じ
で
あ
る
。
五
節
目
は
「
条
約
」
で
、
幕
末
の
嘉
永
六
年
六
月
三
日
米
国
使
節
「
ペ
ル
リ
」
が
来
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
国
か
ら
使
節
が
や
っ
て
き
て
、
徳
川
幕
府
の
結
ん
だ
不
平
等
条
約
に
対
す
る
不
満
の
声
を
こ
こ
に
描
い
て
い
る
。
徳
川
の
外
交
の
不
備
を
訴
え
て
、
条
約
改
正
へ
の
動
き
が
う
か
が
わ
れ
る
。
六
節
目
は
「
か
い
り
や
う
」
で
、
改
良
す
る
の
メ
ッ
キ
も
よ
い
が
滅
金
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
や
ら
官
僚
の
姿
を
う
つ
し
た
も
の
。
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
て
高
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
も
、
ロ
ヒ
ゲ
を
は
や
し
て
も
、
中
身
が
何
も
な
け
り
ゃ
な
ん
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
官
僚
の
い
ば
り
く
さ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
な
に
も
で
き
な
い
当
時
の
庶
民
の
官
員
に
対
す
る
反
感
で
あ
る
。
三
冊
目
は
『
謡
大
和
魂
』
で
題
の
示
す
よ
う
に
日
清
戦
争
の
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
一
節
目
は
「
開
戦
」
、
二
節
目
は
「
報
国
」
、
三
節
目
は
「
大
和
魂
」
で
こ
こ
ま
で
は
『
愉
快
武
士
』
で
、
「
開
戦
」
で
は
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
歌
の
出
だ
し
を
ち
ょ
っ
と
書
く
と
、
み
ち
び
「
仁
愛
と
義
侠
に
宮
た
る
我
が
帝
国
が
、
隣
邦
朝
鮮
啓
誘
き
つ
。
独
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立
国
の
体
面
を
。
全
ふ
せ
し
め
て
永
遠
に
。
「
東
洋
平
和
を
維
持
せ
ん
と
。
尽
す
に
か
へ
て
消
国
は
蒋
大
不
遜
朝
鮮
を
。
属
邦
な
り
と
言
ひ
ふ
ら
し
。
「
陰
に
奸
策
行
ひ
て
。
憐
交
や
ぶ
る
暴
戻
を
。
責
め
さ
せ
玉
ふ
宜
戦
の
：
・
・
・
・
（
下
略
）
と
あ
り
、
大
東
亜
戦
争
の
時
と
同
じ
よ
う
な
物
の
考
え
方
が
、
す
で
に
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
く
。
「
報
国
」
は
こ
の
字
の
示
す
と
お
り
、
国
に
報
い
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
国
民
の
道
を
示
し
て
い
る
。
「
大
和
魂
」
は
、
文
禄
二
年
正
月
二
十
六
日
の
小
早
川
隆
景
の
活
躍
を
書
い
て
い
る
。
四
節
目
は
「
義
戦
」
、
五
節
目
は
「
干
城
」
で
、
こ
れ
ら
は
『
欣
舞
武
志
』
で
あ
る
。
後
に
「
欣
舞
々
々
々
々
愉
快
々
々
」
と
は
や
し
こ
と
ば
が
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
み
な
日
清
戦
争
の
歌
で
、
皇
軍
の
活
躍
や
皇
軍
の
威
容
を
た
た
え
て
い
る
。
「
干
城
」
の
歌
は
、
当
時
の
兵
士
達
が
陣
中
で
口
ず
さ
ん
だ
歌
で
あ
っ
た
と
前
掲
『
解
題
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
『
欣
舞
武
志
』
の
初
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
有
名
な
「
日
清
談
判
破
裂
し
て
ー
|
J
で
あ
る
。
明
治
二
十
一
、
二
年
の
頃
の
も
の
で
あ
る
。
戦
前
に
こ
ん
な
歌
を
つ
く
っ
て
国
民
の
士
気
を
は
げ
ま
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
『
忠
勇
武
志
』
で
「
武
士
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
ホ
ウ
カ
イ
節
』
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
『
大
挙
武
志
』
が
あ
る
。
四
冊
目
は
『
醗
醐
籾
之
電
』
で
あ
る
。
内
容
は
、
金
州
城
の
占
領
と
旅
順
の
占
領
に
活
躍
し
た
人
た
ち
を
た
た
え
な
が
ら
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
国
民
を
教
化
し
て
い
る
。
内
容
は
、
柳
田
泉
と
演
歌
本
「
八
騎
兵
」
「
土
城
子
」
「
石
嘴
子
」
「
旅
順
口
」
（
上
・
下
）
が
『
愉
快
武
志
』
で
あ
る
。
「
破
竹
」
「
哀
求
」
が
『
欣
舞
武
志
』
で
あ
る
。
こ
の
外
『
翡
百
戦
一
笑
』
と
い
う
の
が
あ
り
。
百
人
一
首
を
つ
か
っ
て
替
歌
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
天
智
天
皇
」
の
と
こ
ろ
で
、
「
あ
き
れ
た
よ
支
那
ほ
ど
よ
わ
き
も
の
は
な
し
我
口
先
き
で
法
螺
を
吹
き
つ
つ
」
と
い
っ
た
エ
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
替
歌
を
つ
く
り
、
人
々
に
わ
か
り
や
す
く
、
面
白
お
か
し
く
物
事
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
演
歌
師
の
真
骨
頂
が
あ
る
の
だ
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
五
冊
目
は
『
皇
国
華
』
で
あ
る
。
酔
郷
学
人
は
、
殿
江
酔
郷
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
部
『
欣
舞
武
志
』
で
「
元
勲
」
「
南
海
の
竜
」
「
亜
細
亜
州
」
「
海
軍
の
花
」
「
勤
倹
」
赤
十
字
社
」
「
四
民
悦
服
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『
明
治
の
壮
士
演
歌
本
解
題
』
を
見
る
と
、
そ
れ
に
は
こ
の
六
月
十
七
日
発
行
の
集
は
な
く
、
他
の
発
行
日
の
『
皇
国
華
』
二
種
が
あ
り
、
そ
の
―
つ
は
上
下
二
冊
で
上
篇
は
明
治
二
十
九
年
一
月
十
七
日
刊
、
発
行
人
ー
伊
東
儀
一
郎
・
中
央
青
年
倶
楽
部
発
行
で
、内
容
に
は
「
東
北
漫
遊
」
「
弘
安
の
役
」
の
『
愉
快
武
志
』
、
「
蛮
賊
蜂
起
』
「
有
耶
無
耶
」
「
望
青
年
」
の
『
欣
舞
節
』
と
『
万
歳
武
志
』
が
あ
り
、
同
じ
く
下
篇
は
、
三
月
十
八
日
の
刊
で
、
内
容
に
は
、
「
海
軍
の
花
」
「
亜
細
亜
州
」
「
鶏
林
」
「
高
利
貸
」
「
戒
放
蕩
」
の
『
欣
舞
節
』
が
あ
る
。
「
新
陳
代
謝
の
時
節
は
来
た
よ
、
桜
花
の
つ
ぼ
み
で
梅
が
散
る
I
或
ひ
は
隔
て
の
中
の
、
中
垣
さ
ら
り
と
解
け
て
、
忍
ぶ
同
志
の
ノ
—
新
世
帯
、
ゴ
ザ
レ
ソ
ー
ジ
ヤ
ナ
イ
カ
、
ソ
レ
ヤ
ウ
ソ
ジ
ヤ
ナ
イ
ゾ
イ
、
進
歩
万
歳
」
と
『
万
歳
武
志
』
で
、
改
進
、
革
新
、
進
歩
の
三
党
そ
の
他
諸
派
の
大
合
同
を
う
た
っ
て
い
る
。
他
の
一
っ
は
乾
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坤
二
冊
で
、
乾
篇
は
明
治
二
十
九
年
五
月
十
一
日
刊
、
発
行
人
ー
伊
藤
俄
一
郎
・
中
央
青
年
倶
楽
部
の
発
行
。
内
容
は
「
元
勲
」
に
維
新
以
来
の
偉
勲
者
を
並
べ
て
批
評
し
、
「
南
海
の
竜
」
に
西
郷
と
板
垣
を
う
た
い
「苦
説
」
に
は
、
「
膝
に
も
た
れ
て
空
涙
、
ペ
ロ
リ
と
出
す
舌
の
根
に
、
欺
さ
る
る
と
は
知
ら
ず
し
て
、
延
ば
す
寸
尺
凡
の
下
」
の
壮
士
節
が
よ
う
や
く
こ
の
方
面
に
材
を
採
り
出
し
て
い
る
。
『
ホ
ー
カ
イ
武
志
』
で
は
、
「辛
酸
を
嘗
め
て
蒔
き
た
る
功
紋
は
、
総
の
型
恩
に
う
る
ほ
ひ
て
ホ
ー
カ
イ
o
咲
て
麗
は
し
新
華
族
、
百
花
爛
没
」
と
新
華
族
の
続
出
を
う
た
っ
て
お
り
、
同
じ
く
坤
篇
に
は
、
同
年
五
月
十
一
日
刊
で
「
吉
野
」
の
『
愉
快
節
』
、
「
午
睡
の
夢
」
「蟄
学
生
」
「昴
下
長
紳
士
」
の
『
欣
舞
節
』
と
『
天
気
武
志
』
『
ホ
ー
カ
イ
武
志
』
が
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
の
集
は
、
上
に
掲
げ
た
二
種
の
中
の
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
新
し
い
も
の
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
前
掲
二
種
に
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
型
で
多
題
出
版
さ
れ
、
巷
で
う
た
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
冊
日
は
『
自
然
の
声
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
と
下
で
上
が
な
い
。
中
篇
に
は
「
南
山
の
激
戦
」
の
『
欣
舞
武
志
』
。
節
は
わ
か
ら
な
い
が
「
得
利
寺
戦
後
の
夜
影
）
（
守
備
兵
の
感
慨
）
「
南
山
占
領
後
の
月
光
」
「
マ
カ
ロ
フ
中
将
の
最
期
」
I
こ
れ
は
世
界
海
軍
戦
術
の
大
家
と
称
さ
れ
て
い
る
マ
カ
ロ
フ
中
将
の
最
期
の
状
況
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
「
戒
青
年
」
「
四
季
の
歌
』
が
賊
っ
て
い
る
。
下
篇
に
は
「
旅
順
港
外
の
激
戦
」
（
八
月
十
日
の
海
戦
）
、
「
限
天
碩
の
逆
製
」
（
勝
一
等
卒
の
密
闘
）
、
「
浦
潮
艦
隊
の
全
滅
」
が
『
欣
舞
武
志
』
で
、
こ
の
後
に
「
四
季
の
歌
」
の
替
歌
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
『
自
然
の
声
』
以
前
の
も
の
は
、
日
清
戦
争
前
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
自
然
の
声
』
は
日
露
戦
争
の
も
の
で
あ
る
。
日
露
戦
争
は
明
治
三
十
七
年
二
月
十
日
に
宣
戦
布
告
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
清
•
日
露
の
戦
が
日
本
の
歴
史
の
上
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
し
た
こ
と
は
誰
も
が
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
知
っ
て
い
る
。
そ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の
声
と
い
う
も
の
は
こ
う
し
た
歌
謡
と
か
、
個
人
の
日
記
と
か
、
随
筆
な
ど
に
よ
ら
な
い
と
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
少
な
く
と
も
前
掲
の
演
歌
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
た
め
と
か
、
忠
君
愛
国
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
頃
の
官
員
の
姿
や
政
治
の
在
り
方
に
対
す
る
諷
剌
が
当
時
の
―
つ
の
声
と
し
て
流
れ
出
て
い
る
。
そ
こ
に
演
歌
の
価
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
現
在
で
い
う
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
か
。
柳
田
泉
先
生
は
昭
和
四
十
四
年
六
月
七
日
虎
の
門
病
院
で
肺
炎
の
た
め
他
界
さ
れ
た
。
享
年
七
十
六
オ
で
あ
っ
た
。
生
前
、
先
生
は
「
年
代
の
わ
か
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ペ
ラ
ペ
ラ
の
一
枚
の
紙
で
も
文
字
が
書
い
て
あ
れ
ば
、
文
学
の
資
料
に
な
る
と
き
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
正
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
愉
快
節
と
欣
舞
節
は
い
わ
ゆ
る
壮
士
節
で
あ
る
。
法
界
節
と
い
う
の
は
、
法
界
屋
と
称
す
る
も
の
が
、
月
琴
を
ひ
き
な
が
ら
歌
っ
た
も
の
で
、
壮
士
演
歌
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
壮
士
演
歌
は
楽
器
を
も
っ
て
い
な
い
。
演
歌
が
艶
歌
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
の
は
こ
れ
も
時
代
と
い
う
も
の
か
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ソ
が
ギ
タ
ー、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ソ
に
代
わ
っ
て
い
っ
た
。
現
代
演
歌
と
い
っ
て
い
る
の
は
演
歌
調
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
私
は
解
釈
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
柳
田
先
生
が
演
歌
の
本
を
ど
う
し
て
も
っ
て
お
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
に
掲
げ
た
『
明
治
壮
士
演
歌
本
解
題
』
の
著
者
添
田
知
道
が
、
添
田
さ
つ
き
と
い
う
名
前
で
『
演
歌
本
の
変
遷
』
と
い
う
演
歌
の
歴
史
を
書
き
、
そ
の
中
に
久
田
鬼
石
の
も
っ
て
い
た
資
料
の
目
録
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
た
だ
書
名
と
作
編
者
名
と
発
行
所
名
し
か
な
か
っ
た
の
で
『
明
治
の
壮
士
演
歌
本
解
題
』
の
前
が
き
に
「
柳
田
さ
ん
か
ら
、
解
題
を
し
て
欲
し
か
っ
た
と
い
ふ
お
話
を
承
り
：
・
・:
」
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
八
年
十
一
月
に
は
、
添
田
知
道
の
『
流
行
歌
明
治
大
正
史
』
が
出
て
く
る
。
昭
和
十
三
年
八
月
に
柳
田
泉
先
生
の
『
続
随
筆
明
治
文
学
』
が
出
て
、
そ
の
中
に
「
自
由
民
権
意
識
に
成
る
詩
歌
」
（
昭
和
十
二
年
一
月
『
密
物
展
望
』
所
戚
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
よ
し
や
武
士
」
と
か
「
民
権
数
へ
歌
」「
自
由
の
歌
」
と
か
漢
詩
・
俗
曲
俗
謡
・
新
体
詩
の
類
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
年
代
と
し
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
明
治
十
年
か
ら
二
十
年
前
後
の
も
の
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
過
か
ら
、
先
生
は
こ
う
し
た
も
の
に
ま
で
研
究
の
対
象
と
し
て
の
意
識
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
し
れ
る
。
す
な
わ
ち
演
歌
本
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
理
由
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
方
面
の
わ
が
図
書
館
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
先
張
た
ち
も
大
い
な
る
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
市
島
春
城
館
長
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
林
癸
未
夫
館
長
に
つ
い
て
も
そ
の
随
筆
に
『
天
邪
鬼
』
（
昭
和
十
四
年
九
月
五
日
発
行
）
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
「
唱
歌
と
軍
歌
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
文
を
拝
借
す
る
と
、
柳
田
泉
と
演
歌
本
図
書
館
の
仕
事
で
一
番
大
切
な
の
は
多
数
の
図
書
を
適
当
に
分
類
す
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
が
実
際
や
っ
て
み
る
と
な
か
／
＼
困
難
な
仕
事
で
、
ど
の
部
門
に
入
れ
て
よ
い
か
判
断
に
迷
ふ
書
物
が
多
い
。
（
中
略
）
本
稿
の
主
題
で
あ
る
唱
歌
と
運
歌
の
如
き
も
や
は
り
区
別
し
に
く
い
も
の
の
一
例
で
あ
っ
て
（
下
略
）
と
あ
り
、
以
下
唱
歌
と
軍
歌
の
区
別
に
つ
い
て
書
か
れ
、
図
書
館
蔵
害
の
軍
歌
集
の
こ
と
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
集
書
の
―
つ
に
こ
う
し
た
も
の
も
入
れ
よ
う
と
い
う
心
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
と
私
は
思
い
た
い
。
こ
ん
な
こ
と
に
勢
い
を
え
て
、
現
在
で
も
こ
う
し
た
も
の
を
時
々
は
集
め
て
く
る
。
と
く
に
視
聴
覚
資
料
室
に
は
、
神
長
瞭
月
・
東
富
士
雄
・
宮
島
郁
峯
（
校
友
）
•
田
浦
虎
一
の
う
た
う
演
歌
の
録
音
盤
が
あ
る
。
こ
れ
も
賓
料
収
集
の
―
つ
で
あ
る
と
い
い
た
い
。
こ
の
よ
う
に
早
稲
田
大
学
の
先
翡
た
ち
が
、
巷
で
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
も
の
に
も
、
目
を
向
け
、
集
め
続
け
て
き
た
も
の
が
、
今
日
の
研
究
者
の
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
（追
記
）
『
愉
快
節
』
の
「
芙
蓉
樹
」
の
曲
と
『
欣
舞
節
』
の
「
日
消
談
判
」
の
曲
は
『
演
歌
の
明
治
・
大
正
史
』
（
添
田
知
道
著
•
岩
波
困
店
刊
。
一
九
六
三
年
一
0
月
ニ
―
日
発
行
°
岩
波
新
書
〈
青
版
〉
五
0
-）
に
の
っ
て
い
る
。
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